
経済学部生の皆さんへ 

2026(令和 8)年度 経済学部奨学金派遣留学生募集要項 

2025 年 3 月 17 日

経済学部  語学研修・留学サポート委員会 

 経済学部では、本学部生に正規に在学する学生を対象に、下記の通り学部奨学金派遣留学生を募集し

ます。 

１ 募集人員  経済学部生３名以内 

２ 支給金額 

・生活費等の経費の留学月数分、および往復航空運賃(合計 100  万円を限度として実費支給) 

・加算支給額(留学先へ授業料を支払う場合、本学の当該年度における授業料相当額を限度とし

て、奨学金を加算支給します。) 

・留学中の本学における学費は、納付する必要があります。 

３ 留学先と留学期間 

留学先  (1)と(2)のリストにある大学に加え、(3)を留学先として選ぶことができます。 

(1) 協定校 https://www.daito.ac.jp/international_exchange/agreement.html 
(2) 語学研修  https://www.daito.ac.jp/international_exchange/studyabroad/language.html 

*(2)   のリストは頻繁に更新されます。 

(3) 自分で入学許可を取り、本学の学部教授会において留学先として承認された大学

留学期間  原則６ヵ月以上１年以内 

４ 応募手続き 

受付期間  ４月１４日（月）から６月４日（水）16:45まで 

・応募状況により、再募集があります。DBポータルのお知らせや掲示を確認してください。 

・単位の取得状況、外国語検定試験の成績、および応募者数によっては、書類選考で不合格

となる場合があります。 

提出書類 

(1) 経済学部奨学金派遣留学生応募申請書 

(2) 前年度までの成績証明書１通(１年生は不要) 

(3) 留学先に提出する外国語検定試験等に関するテストスコア 

* TOEFL iBT®・・会場実施型または自宅受験型、もしくはその両方 

IELTS・・ペーパー版またはコンピュータ版、もしくはその両方 

* 応募書類の締め切りまでにテストスコアの提出が間に合いそうにない場合は、早めに連

絡してください。右が連絡先です。econ@ic.daito.ac.jp 

提出場所 

(1) 紙媒体での提出  東松山校舍の教務事務室、または板橋校舍の経済学部事務室 

(2) 電子ファイルでの提出  econ@ic.daito.ac.jp 

５ 留学先に提出する外国語検定試験等に関するテストスコア 

英語圏 

(1) TOEFL® 

米国留学希望者は、受験してください。カナダやオセアニアの大学でも、TOEFL®のスコア

を受け付けている大学はあります。 



TOEFL®には何種類かありますが、奨学金留学の希望大学先には TOEFL  iBT®のスコアを提

出する必要があります。 

テスト日程・会場 

https://www.toefl-ibt.jp/test_takers/toefl_ibt/centers_dates.html 

また、TOEFL iBT®には、「会場実施型」と「自宅受験型 TOEFL iBT®『TOEFL iBT® Home 
Edition』」があります。「自宅受験型 TOEFL iBT®」のスコアを提出できる海外の大学のリ

ストは、以下のとおりです。 

Who Accepts TOEFL iBT Home Edition Scores? 
https://www.ets.org/toefl/test-takers/ibt/scores/understand-scores/home-edition-acceptance.html 

まずは、希望先の大学（前述のセクション３）が、どちらのタイプのテストスコアを受け入

れているかを確認しましょう。上のリスト以外にも自宅受験型のスコアを受け付けている大

学がありますが、それは自分で確認する必要があります。 

** 注意事項 

両タイプのテストにおいて、不正行為をした場合は、厳しいペナルティが課されますので、

くれぐれも注意してください。特に「自宅受験型 TOEFL iBT®」は、試験会場にいく手間は

省けるものの、試験の際の厳しい設定条件(カメラの位置など)があり、試験直前に係官がチ

ェックします。自宅で受験できる手軽さと引き換えに、慎重な作業が増える点に注意しまし

ょう。 

(2) IELTS 
英国の留学希望者は、IELTS を受験してください。米国の多くの大学でも、IELTS のスコア

利用が可能です。カナダやオセアニアでも、大学によっては IELTS を受け付けています。 

テスト会場と日程 

https://www.eiken.or.jp/ielts/schedule/?_gl=1*93q0im*_ga*MTUzNjg3NjM0NS4xNzMyMjU2Mjg1 
*ga_NWRJFP7EJW*MTczMjI1NjI4NS4xLjEuMTczMjI1NjM2My4wLjAuMA..*_ga_X5M3D7HLQ  
Q*MTczMjI1NjI4NS4xLjEuMTczMjI1NjM2My4wLjAuMA.. 

留学希望者が受験する IELTS のタイプは、IELTS Academic(アイエルツ アカデミック・モジュール)

です。特に、英国ビザ取得の際は、IELTS for UKVI における IELTS Academic のスコアの提

出が求められる場合があります。 

IELTS Academic 
https://www.britishcouncil.jp/exam/ielts/which-test/academic?gclid=Cj0KCQjwvO2IBhCzARIsALw   
3ASqAj6toIpXYIAcuRFHBfFQ0N9VYtDb87Q-XudyWo-usvL6Rlv_5KsAaAq8EEALw_wcB 

IELTS for UKVI 
https://www.eiken.or.jp/ielts/ukvi/?_gl=1*oj0b8b*_ga*MTUzNjg3NjM0NS4xNzMyMjU2Mjg1*_ga 
_NWRJFP7EJW*MTczMjI1NjI4NS4xLjEuMTczMjI1NjUxOC4wLjAuMA..*_ga_X5M3D7HLQQ*  
MTczMjI1NjI4NS4xLjEuMTczMjI1NjUxOC4wLjAuMA.. 

IELTS にもオンラインテスト(コンピューター版)がありますが、現時点ではオンライン受験

のスコアを受け付ける大学がほとんどありません。練習のため、オンライン版を受験するに

は問題ありませんが、基本的には対面(ペーパー版)での受験を推奨します。 

IELTS Academic module の受験にあたっては、前述の「**注意事項」を参照してください。 

上のセクション３の(3)  の場合、留学希望先の大学ホームページで、どのようなテストを受け

付けているかを確認しましょう。確認方法の一例ですが、“英語の大学名 Undergraduate 
Language Requirement”  と検索してみましょう。留学したい国・地域、大学が確定していないよ

うであれば、汎用性のある TOEFL iBT®、または IELTS を受験しておくと、留学先の選択肢

が広がります。 



中国語圏、およびその他の言語圏 

留学先言語の語学力に関する資格証明、あるいは外国語検定試験の成績表（中国語圏は中国

語検定が望ましい）を提出してください。 

６ TOEFL ITP®テストについて 

大東文化大学では、以下の TOEFL ITP®テストを年に数回実施しています。 

TOEFL ITP®テストとは 

https://www.daito.ac.jp/international_exchange/japanesestudent/test/toefl.html 

TOEFL iBT®には、4 技能のテストが含まれます。一方、この TOEFL ITP®テストには Speaking
と Writing が含まれず、Listening と Reading の点数のみ出ます。受験料は 4000円程度で、

TOEFL iBT®テストの約 10 分の 1 です（為替レート次第）。 

面接、および希望大学に TOEFL  iBT®のスコアを提出するまで、テスト対策として TOEFL 
ITP®テストを積極的に受験しましょう。ただし、学部奨学金留学の場合、基本的には TOEFL 
ITP®テストのスコアを受け付ける大学はないと考えてください(協定校留学[交換留学]は別

です)。 

７ 語学検定試験の受験料助成制度について 

大東文化大学には、以下のような受験料助成制度もあります。複数の言語の検定試験が対象

とされているので、こちらも活用しましょう。 

語学検定試験受験料助成制度 

https://www.daito.ac.jp/international_exchange/examsupport.htm 

８ 留学準備・テスト対策など 

・応募前、および応募後に、受験やテスト勉強の仕方、目標点数や留学先などを経済学部事

務室(econ@ic.daito.ac.jp)と国際交流センターへ積極的に質問しましょう。担当者が何度で

も対応します。 

・国際交流センター（東松山校舎、板橋校舎）で、過去に留学した先輩の留学報告書を閲覧

しましょう。 

９ 選考面接日時と場所  都合のよい方を選択 

・東松山校舎  ６月２６日（木）昼休み 

・板橋校舎 ６月２７日（金）昼休み 

１０ 選考方法  応募書類、および留学希望国言語と日本語による面接 

１１ 結果通知  ７月下旬、DB ポータル等により通知します。 

１２ 留学中と帰国後 

留学期間中には中間報告書と帰国届、帰国後には各種報告書を提出する必要があります。 

１３ 単位認定 

留学中に取得した単位は、「単位振替認定申請書」の提出により、経済学部語学研修・留学

サポート委員会、および経済学部教授会の議を経ます。認定基準に合致すれば、各年次の履

修登録上限単位数を限度に、本学の単位として認定されます（成績表には N [認定の意]  と表

示されます）。 

１４ その他 

国際的な疾病の流行や紛争などの状況によっては、留学年度の派遣留学が延期・中止になる

可能性があります。 

                                       以上 



（様式－１） 

 

経済学部奨学金派遣留学生応募申請書  

2025 年 月 日 

 

 

写真貼付欄 

 

半身脱帽のもの 

３㎝×４㎝ 

経済学部 学科 年 学籍番号  

ふりがな  
生年月日 

(西暦) 

 

年 月 日 
氏名 

 

所属 

ゼミ 

 

（役職名： ） 
所属団体名  

（役職名： ）

技能・資格 
 

現在の健康状態 良好 ・ やや不安 ・ 不安 

 

 

 

 

 

渡 航 経 験 

有・無 (「有」の場合、例のように渡航先を全て記入してください。) 

例（国名・地域： ／期間： 年 月～ 年 月） 

 

 

 

 

外国語外部試験 

（資格・検定級・点数） 

例（TOEFL iBT〇点／実用英語技能検定[英検]〇級／中国語検定試験[中検]〇級） 

 

 

希望大学名 

第一希望： 大学（国名： ） 

第二希望： 大学（国名： ） 
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留学希望理由 

上記の大学を希望する理由を述べてください。 

1 留学先の講義で主に使用される言語で書くこと(英語の場合 250～400 語、中国語の場合 
400～600 文字、その他の言語の場合はecon@ic.daito.ac.jp まで連絡すること)。 

2 期待することや施設・環境面を中心に書くこと(その他の項目を追加することも可)。 
3 複数の大学を希望する場合、それぞれの希望理由を書くこと。 
4 以下に収まらない場合は、別紙を作成し、提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次の二つの観点から、日本語で述べてください。以下に収まらない場合は、別紙を作成 
 し、提出すること。 
 1 帰国後の大学生活 
 2 学部卒業後 

  

留学後に期待  

すること  

  

  

 

 
 

 
留学中に 

気をつけたいこと 

勉強以外の観点から、日本語で述べてください。以下に収まらない場合は、別紙を作成 

し、提出すること。 

 

 

 

 

 
選考面接

希望日時 

1 
2 

２０２５年６月２６日（木）昼休み（東松山校舎） 

２０２５年６月２７日（金）昼休み（板橋校舎）   

希望日当日 授業の有無： ２限目（有・無） ３限目（有・無） ※どちらかに○ 

記入された情報は、経済学部奨学金派遣留学生の選考、および決定後の連絡のみに使用します。ワープロか手書き
で作成すること。質問は econ@ic.daito.ac.jp まで。 
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